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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 18 条 使用中の亀裂等による破壊の防止】 
 

 

様式－7（18 条）-1 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

 

様式－7 

要求事項との対比表（ＤＢ） 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

（使用中の亀裂等による破壊

の防止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第十八条 使用中のクラス１機

器、クラス１支持構造物、クラ

ス２機器、クラス２支持構造

物、クラス３機器、クラス４管、

原子炉格納容器、原子炉格納容

器支持構造物及び炉心支持構

造物には、その破壊を引き起こ

す亀裂その他の欠陥があって

はならない。② 

【解釈】 

１ 第１項に規定する｢その破

壊を引き起こす亀裂その他の

欠陥｣とは、「実用発電用原子炉

及びその附属施設における破

壊を引き起こす亀裂その他の

欠陥の解釈」（原規技発第

 

 

クラス１機器，クラス１支持

構造物，クラス２機器，クラス

２支持構造物，クラス３機器，

クラス４管，原子炉格納容器，

原子炉格納容器支持構造物及

び炉心支持構造物は，使用され

る環境条件を踏まえ応力腐食

割れに対して残留応力が影響

する場合，有意な残留応力が発

生すると予想される部位の応

力緩和を行う。 

 

 

使用中のクラス１機器，クラ

ス１支持構造物，クラス２機

器，クラス２支持構造物，クラ

ス３機器，クラス４管，原子炉

格納容器，原子炉格納容器支持

構造物及び炉心支持構造物は，

亀裂その他の欠陥により破壊

が引き起こされないよう，保安

規定に基づき「実用発電用原子

炉及びその附属施設における

破壊を引き起こす亀裂その他

の欠陥の解釈」等に従って検査

及び維持管理を行う。 

 

 

 

 

 

クラス１機器，クラス１支持

構造物，クラス２機器，クラス

２支持構造物，クラス３機器，

クラス４管，原子炉格納容器，

原子炉格納容器支持構造物及

び炉心支持構造物は，使用され

る環境条件を踏まえ応力腐食

割れに対して残留応力が影響

する場合，有意な残留応力が発

生すると予想される部位の応

力緩和を行う。 

①【18 条 1】 

 

使用中のクラス１機器，クラ

ス１支持構造物，クラス２機

器，クラス２支持構造物，クラ

ス３機器，クラス４管，原子炉

格納容器，原子炉格納容器支持

構造物及び炉心支持構造物は，

亀裂その他の欠陥により破壊

が引き起こされないよう，保安

規定に基づき「実用発電用原子

炉及びその附属施設における

破壊を引き起こす亀裂その他

の欠陥の解釈」等に従って検査

及び維持管理を行う。 

②【18 条 2】 

 

 

 

 

該当箇所なし 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

１．安全設計 

（原子炉冷却材圧力バウンダ

リ） 

第十七条（条文省略） 

適合のための設計方針 

（使用期間中の監視） 

供用期間中の定期的検査（溶

接部等の非破壊検査，耐圧部の

耐圧，漏えい試験）を実施し，

構成機器の構造や気密の健全

性を評価し，◇1 また欠陥の発生

の早期発見のため漏えい検出

系を設置して監視を行えるよ

う設計する。◇2  

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

・設置変更許可に記載なし。 

・技術基準規則の要求事項に該

当なし。（施設時における材料

の応力改善について記載） 

・差異無し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設置変更許可に記載なし。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異無し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却系統施設（共通） 

5.3 使用中の亀裂等による破

壊の防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却系統施設（共通） 

5.3 使用中の亀裂等による破

壊の防止 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 18 条 使用中の亀裂等による破壊の防止】 
 

 

様式－7（18 条）-2 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

1408063 号（平成２６年８月６

日原子力規制委員会決定））（以

下「亀裂解釈という」。）による

こと。② 

 

２ 使用中のクラス１機器の耐

圧部分には、その耐圧部分を貫

通する亀裂その他の欠陥があ

ってはならない。③ 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

使用中のクラス１機器の耐

圧部分は，貫通する亀裂その他

の欠陥が発生しないよう，保安

規定に基づき「実用発電用原子

炉及びその附属施設における

破壊を引き起こす亀裂その他

の欠陥の解釈」等に従って検査

及び維持管理を行う。 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

使用中のクラス１機器の耐

圧部分は，貫通する亀裂その他

の欠陥が発生しないよう，保安

規定に基づき「実用発電用原子

炉及びその附属施設における

破壊を引き起こす亀裂その他

の欠陥の解釈」等に従って検査

及び維持管理を行う。 

③【18条3】 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設置変更許可に記載なし。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異無し。 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

  

 

 

 

 

原子炉冷却系統施設（共通） 

5.3 使用中の亀裂等による破

壊の防止 

 

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 18 条 使用中の亀裂等による破壊の防止】 

 

様式－6 

様式－6（18条）-1 

 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

各条文の設計の考え方 

第18条（使用中の亀裂等による破壊の防止） 

１．技術基準の条文，解釈への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方(理由) 項-号 解釈 説明資料等 

① 材料の応力改善 

施設時において，応力腐食割れ（ＳＣＣ）

に対して考慮した材料選定，設計，製造等

における残留応力への配慮，環境における

管理が要求されている。そのため，使用さ

れる環境条件を踏まえ応力腐食割れに対

して残留応力が影響する場合の応力緩和

に関する設計方針を記載する。 

－ － － 

② 

使用中の機器及び支持構

造物の破壊を引き起こす

亀裂その他の欠陥 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 
1項 1 － 

③ 

使用中のクラス１機器の

耐圧部分の貫通する亀裂

その他の欠陥 

技術基準規則の要求事項を受けている内

容を記載する。 
2項 － － 

２．設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

－ － － － 

３.設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

◇1  
供用期間中検査に関する

記載 

「1.No.②」にて同趣旨の内容を包括して記載するため記載

しない。 
－ 

◇2  他条文に関する記載 
第28条に対する設計方針であり，第28条にて同趣旨の内容

を整理するため記載しない。 
－ 

４．詳細な検討が必要な事項 

№ 記載先 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 56 条 使用中の亀裂等による破壊の防止】 

様式－7（56 条）-1 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

様式－7 

要求事項との対比表（ＳＡ） 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

（使用中の亀裂等による破壊の防

止） 

第五十六条 使用中の重大事故等ク

ラス１機器、重大事故等クラス１支

持構造物、重大事故等クラス２機器

及び重大事故等クラス２支持構造物

には、その破壊を引き起こす亀裂そ

の他の欠陥があってはならない。 

② 

【解釈】 

１ 第５６条の適用に当たっては、第

１８条の解釈に準ずるものとする。 

② 

― 以 下 余 白 ― 

重大事故等クラス２機器及び重大

事故等クラス２支持構造物は，使用

される環境条件を踏まえ応力腐食割

れに対して残留応力が影響する場

合，有意な残留応力が発生すると予

想される部位の応力緩和を行う。 

①【56 条 1】

使用中の重大事故等クラス２機器

及び重大事故等クラス２支持構造物

は，亀裂その他の欠陥により破壊が

引き起こされないよう，保安規定に

基づき「実用発電用原子炉及びその

附属施設における破壊を引き起こす

亀裂その他の欠陥の解釈」等に従っ

て検査及び維持管理を行う。 

②【56 条 2】

― 以 下 余 白 ― 

該当箇所なし 

― 以 下 余 白 ― 

該当箇所なし 

― 以 下 余 白 ― 

・設置変更許可に記載なし。

・技術基準規則の要求事項に該当な

し。（施設時における材料の応力改善

について記載） 

・設置変更許可に記載なし。

・要求事項に対する設計の明確化。

― 以 下 余 白 ― 

原子炉冷却系統施設（共通） 

5.3 使用中の亀裂等による破壊の

防止 

原子炉冷却系統施設（共通） 

5.3 使用中の亀裂等による破壊の

防止 

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 56 条 使用中の亀裂等による破壊の防止】 

様式－6 

様式－6（56条）-1 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

各条文の設計の考え方 

第56条（使用中の亀裂等による破壊の防止） 

１．技術基準の条文，解釈への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方(理由) 項-号 解釈 説明資料等 

① 材料の応力改善 

施設時において，応力腐食割れ（ＳＣＣ）

に対して考慮した材料選定，設計，製造等

における残留応力への配慮，環境における

管理が要求されている。そのため，使用さ

れる環境条件を踏まえ応力腐食割れに対

して残留応力が影響する場合の応力緩和

に関する設計方針を記載する。 

－ － － 

② 

使用中の機器及び支持構

造物の破壊を引き起こす

亀裂その他の欠陥 

技術基準の要求事項及びその解釈を受け 

ている内容を記載する。また，重大事故等

クラス１機器及び重大事故等クラス１支

持構造物としては，今回の申請範囲に対象

となる機器等がない。今後，施設時におけ

る申請時に記載する。 

1項 1 － 

２．設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

－ － － － 

３.設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

－ － － － 

４．詳細な検討が必要な事項 

№ 記載先 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 
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先行審査プラントの記載との比較表（原子炉冷却系統施設（共通項目）の基本設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

5.3 使用中の亀裂等による破壊の防止（第 18 条，第 56条） 

クラス１機器，クラス１支持構造物，クラス２機器，クラス

２支持構造物，クラス３機器，クラス４管，原子炉格納容器，

原子炉格納容器支持構造物，炉心支持構造物，重大事故等ク

ラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物は，使用され

る環境条件を踏まえ応力腐食割れに対して残留応力が影響す

る場合，有意な残留応力が発生すると予想される部位の応力

緩和を行う。【18 条 1】【56 条 1】 

使用中のクラス１機器，クラス１支持構造物，クラス２機

器，クラス２支持構造物，クラス３機器，クラス４管，原子炉

格納容器，原子炉格納容器支持構造物，炉心支持構造物，重

大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物

は，亀裂その他の欠陥により破壊が引き起こされないよう，

保安規定に基づき「実用発電用原子炉及びその附属施設にお

ける破壊を引き起こす亀裂その他の欠陥の解釈」等に従って

検査及び維持管理を行う。【18条 2】【56条 2】 

使用中のクラス１機器の耐圧部分は，貫通する亀裂その他

の欠陥が発生しないよう，保安規定に基づき「実用発電用原

子炉及びその附属施設における破壊を引き起こす亀裂その他

の欠陥の解釈」等に従って検査及び維持管理を行う。【18 条

3】 

・炉型の相違

【柏崎 7号】 

・炉型の相違

【柏崎 7号】 
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